業績目録 by unknown
237
業績目録
業 績 目 録
経営学部　教授　荒木宏
著書
『政党システムの理論と実際』「第4章　イギリス」：おうふう出版　共著　2011年３月
学会での口頭発表
「公―私」政策変容におけるアカウンタビリティ理論の一考察：英国年金制度改革を事
例に　単著　日本政治学会研究大会（九州大学）　2012年10月
Policy Transformation and Pension Regimes in Comparative Perspctives'　単著　アメ
リカ政治学会第104回年次大会（カナダ・トロント）　2009年９月
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
宇都宮市個人情報保護運営審議会委員（平成18年度～平成24年）
下野市地域福祉計画策定委員会委員長（平成23年～平成24年）
経営学部　作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部学長　太田周
学術論文
On Temporal Variations of the Multi-TeV Cosmic-Ray Anisotropy Using the Tibet III 
Air Shower Array   The Astrophysical Journal 711⑴ 119-124 2010
（Japan-China collaboration paper,  K.Kawata,T.Yuda, R.L.Ding et.al）
Observation of the Fermi pulsar catalog at TeV energies with Tibet air shower 
experiment   Astrophysics and Space Sciences Transactions 7⑵ 211-215  2011 （Japan-
China collaboration paper,  T.Yuda, R.L.Ding et.al）
Is the large-scale sidereal anisotropy of the galactic cosmic-ray intensity really instable 
at TeV energies ?  Astrophysical Physics 36⑴ 2037-2041 2012 （collaboration paper, 
K.Munakata, T.Yuda, R.L.Ding et.al）
フィールドノート
日置川向平中州下層の古木群の埋没年代―2500年前の日置川埋もれ木の謎―
編集　太田　周　大橋陽三　山本嘉昭　（フィールドノート：75ページ：2012年５月）
新聞記事
下野新聞社　日曜論壇執筆
「大震災後の私の授業」2011年10月
「教員採用、多様なルートで」2011年11月
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「学士力育てる産学官の絆」2011年12月
「地震予知情報と原発事故」2012年１月
「とちぎの人と自然の絆」2012年２月
「正しい科学と人間の行動」2012年４月
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGOの活動）
内閣府認定NPO法人　学生文化創造　認定試験委員会委員長（2006～）
公益法人　文教協会評議員（2007～）
東京大学宇宙線研究所　基礎科学研究アドヴァイザー
　―極限レーザー干渉計による重力波検出実験―（2009～）
経営学部　准教授　中島洋行
著書
『ライフサイクル・コスティング―イギリスにおける展開―』：創成社　2011年10月20日
　180ページ
「観光まちづくり」『グローバルキャリア教育―グローバル人材の育成―』：友松篤信編
著　ナカニシヤ出版　2012年３月20日　pp.114-122
「工業簿記の本質」「原価」「原価計算基準」など７項目『全経簿記能力検定試験上級（工
業簿記・原価計算）標準テキスト』：高橋賢編著　税務経理協会　2012年８月１日
論文
「ライフサイクル コスティングの公会計への適用―英国と米国の適用事例を中心として
―」：『信頼性』日本信頼性学会　2010年９月１日　第32巻　第６号　pp.434-447　共著
者：本田孝哉、夏目武
「ホールライフ・コスティングの新たな展開」：『経理知識』　明治大学経理研究所　2010
年９月30日　第90号　pp.33-45
「イギリスにおけるライフサイクル・コスティングからホールライフ・コスティングへ
の展開」：『會計』 森山書店　2011年３月31日　第179巻　第３号　pp.86-98
「ホールライフ・コスティングの新たな研究課題―プロジェクトマネジメントとの接点
を中心として―」：『経営・会計研究』東北学院大学　2011年３月31日　第18号　pp.1-27
「工学的規範としてのLife Cycle Costing（LCC）手法について」：『横幹』横断型基幹科
学技術研究団体連合　2011年10月15日　第５巻　第２号　pp.69 ‐ 75　共著者：門奈哲
也、古野紀雄、喜多和、本田孝哉、夏目武
「ライフサイクル・コストの生成とロジスティクス・コスト」：『原価計算研究』日本原
価計算研究学会　2012年３月31日　第36巻　第２号　pp.25-35
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学会での口頭発表
「イギリスにおけるライフサイクル・コスティングからホールライフ・コスティングへ
の展開」：日本会計研究学会第69回大会　2010年９月９日　研究報告要旨集　p.84
「国際会計基準下におけるライフサイクル・コスティング」：日本信頼性学会第19回春季
信頼性シンポジウム　2011年６月３日　日本信頼性学会第19回春季信頼性シンポジウム
報文集　pp.63-64　共同発表者：本田孝哉
「ライフサイクル・コストの生成とロジスティクス・コスト」：日本原価計算研究学会第
37回大会　2011年９月２日　研究報告要旨集　p.66-67
「ライフサイクル・コスティングの比較研究―アメリカとイギリス―」：日本会計究学会
第71回大会　2012年９月1日　研究報告要旨集　p.130
経営学部　教授　那須野公人
事典（項目執筆）
「戦後日本経済の発展と企業経営」（林正樹との共同執筆）：『経営労務事典』晃洋書房　
2011年６月30日　pp.4-5　285ページ　労務理論学会編
学術論文
「米金融危機後における重慶・四川の経済と企業」：『グローバリゼーション研究』工業
経営研究学会ワーキングペーパー　2010年８月30日　Vol.７　No.１　pp.1-22.
「両岸経済協力枠組み協定（ECFA）締結と台湾企業」：『グローバリゼーション研究』
工業経営研究学会ワーキングペーパー　2011年８月30日　Vol.８　No.１　pp.1-22.
「韓国現代自動車の躍進と『ヒュンダイ生産方式』の確立―生産システムの歴史的展開
過程検証の視点より―」：『商學論纂』中央大学商学研究会　2012年３月　第53巻　第
５.６号　pp.509-532．
「『チャイナ＋１』から『チャイナ・ベトナム＋１』へ―新・新興国カンボジアへの注目
―」：『グローバリゼーション研究』工業経営研究学会ワーキングペーパー、2012年８月
30日、Vol.9　No.１、pp.1-20.
学会での口頭発表等
「米金融危機後における重慶・四川の経済と企業」：工業経営研究学会　東日本部会（グ
ローバリゼーション分科会との共催）　2010年５月８日　於：中央大学（後楽園キャン
パス）
「両岸経済協力枠組み協定（ECFA）締結と台湾企業」：工業経営研究学会　東日本部会
（グローバリゼーション分科会との共催）　2011年５月７日　於：中央大学（後楽園キャ
ンパス）
「『チャイナ＋１』から『チャイナ・ベトナム＋１』へ―新・新興国カンボジアへの注目
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―」：工業経営研究学会　東日本部会（グローバリゼーション分科会との共催）　2012年
６月２日　於：中央大学（後楽園キャンパス）
アジア経営学会第19回全国大会　統一論題１「アジアにおける競争と共生」コメンテー
タ：2012年９月22日　於：国士舘大学
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
日本経営学会理事（2004年９月３日～2010年９月３日まで）
工業経営研究学会理事（2006年１月１日～2011年12月31日まで）
労務理論学会理事（2009年７月19日～現在に至る）
アジア経営学会理事（2012年９月23日～現在に至る）
栃木地方最低賃金審議会委員（2006年９月８日～現在に至る）
宇都宮市まちづくり交付金評価委員会委員（2011年10月１日～現在に至る）
講演
「経営学の名著を読む―ドラッカーの経営思想と現代社会観―」：放送大学栃木学習セン
ター公開講座　2011年10月16日　日高定昭教授との共同講演
経営学部　教授　西村正身
学術論文の場合
Th. マン『ファウストゥス博士』第31章に引用される物語を追って：慶應義塾大学日吉
紀要『ドイツ語学・ドイツ文学』2011年３月　第47号　pp.169-188
ボヘミア語版「七賢人物語」の紹介：作大論集　2011年３月　第１号　pp.19-47
『百一夜物語』所収の「王子と七人の大臣の物語」：作大論集　2012年３月　第２号　
pp.1-31
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
アジア民間説話学会日本支部理事（2009年３月14日～現在に至る）
経営学部　教授　橋立達夫
論文
隗より始めるまちづくり：『市政研究』うつのみや市政研究センター　2011年３月
鹿屋市串良町柳谷集落「やねだん」のまちづくりから学ぶこと：『リーグファイル』と
ちぎ協働デザインリーグ　2012年２月
一石十鳥の地域づくり：『町村週報』全国町村会　2008年度
至福の時：『町村週報』全国町村会　2008年度
近者説遠者来：『町村週報』全国町村会　2008年度
第一義の精神：『町村週報』全国町村会　2008年度
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女性たちのまちおこしのきっかけ『料理のワークショップ』：『町村週報』全国町村会　
2009年度
地域の教育力：『町村週報』全国町村会　2009年度
「コンクリートから人へ」を実現するために：『町村週報』全国町村会　2009年度
農村版まちなか居住の試み：『町村週報』全国町村会　2010年度
民（たみ）の時代の夜明け：『町村週報』全国町村会　2010年度
日光東照宮－四百年の歴史を支えてきた力：『町村週報』全国町村会　2010年度
いつもそこにある危機：『町村週報』全国町村会　2010年度
「義捐金」から「支援金」へ：『町村週報』全国町村会　2011年度
まちづくりの宝箱：『町村週報』全国町村会　2011年度
究極の住民主体の地域づくり「やねだん」に学ぶ：『町村週報』全国町村会　2012年度
ポピュリズムは悪か？：『町村週報』全国町村会　2012年度
一年の計　地域の誇りを軸に暮らしを立てる：『町村週報』全国町村会　2012年度
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
とちぎ協働デザインリーグ理事
栃木県「食の回廊」委員会座長
栃木県県立図書館あり方委員会委員
宇都宮市市政研究センター運営アドバイザー
那須町「まちづくり協議会」「同評価委員会」委員長
全国町村会「道州制と町村に関する委員会」委員
東北電力「まちづくり元気塾」ボード会議委員兼チーフパートナー
その他まちづくりに関する講演会、シンポジウム、ワークショップ多数
経営学部　教授　日高定昭
論文
「フランスにおける実業教育発展の諸断面―教育制度と経済・経営理論―」：『経済学論纂』
第51巻　第１・２合併号（中央大学）　2011年３月
分担執筆
『経営学史事典―第2版―』各国における経営学の史的展開（フランス）二項目および人
名（フランスの経営学者）：文眞堂　2012年６月
講演
『経営学の名著を読む―ドラッカーの経営思想・現代社会観―』：放送大学栃木学習セン
ター公開講座  於：宇都宮市立東図書館  2011年10月16日  那須野公人教授との共同講演
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学会報告
「entrepreneurの概念について」：日仏経営学会第59回全国大会　於：作新学院大学　
2012年５月12日
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
日仏経営学会理事（現在）
経営学部　教授　前橋明朗
著書・学術論文等
「NPOの財政課題―非営利概念の誤解を解く―」：宇都宮市役所・清原地区市民センター
　清原地域振興協議会　2010年１月
「活気あふれる自治会づくり戦略―経済教育の実践を手がかりとして―」：平成21年度宇
都宮市自治会連合会自治会長大会　2010年２月
「経営・経済マインドで変わる地域デビュー」：宇都宮市保健福祉部高齢福祉課　2011年
１月
「法人税率引下げ政策の地域経済への波及度合い」：宇都宮市役所・清原地区市民センター
　清原地域振興協議会　2011年１月
「コミュニティ・ビジネスとしての地域観光」：作新学院大学　市民大学講座2011　2011
年６月
「コミュニティ・ビジネスの実践的理解：宇都宮市役所・市政研究センター　2011年11月
「地域観光の経営戦略（観光マーケティング）」：とちぎ観光リーダー育成塾　2011年12月
「マネジメント―知識経営を考える―」：栃木県産学官連携経営工学講座　経営工学エッ
センシャルコースⅡ　2012年４月
「会計マインドでできる地域デビュー―“きずな”を可視化してみましょう―」：宇都宮市
保健福祉部高齢福祉課 　2012年５月
「自治体職員と経営感覚―変化への対応・バランス感覚―」：宇都宮市役所理財部職員研
修　2012年９月
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
鹿沼商工会議所「エキスパートバンク」経営相談員
平成21・22・23・24年度　本学教員免許状更新講習　講師
大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム：国際キャリアFD委員会委員
鹿沼市入札適正化委員会委員
宇都宮市環境審議会委員
栃木県地域留学生交流推進協議会運営委員会委員
とちぎ未来ネットワーク（FTN）会員
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関東信越税理士会会員
下野新聞社社外紙面審査委員
宇都宮市総合計画改定基本計画策定懇談会委員
栃木県企業局経営評価委員会委員
副学長　矢作恒雄
著書・論文他文献
起業家支援に関する調査：VEC　2010年
Porsche Automobile Holdings, SE.：Case Center, Japan　2010年
起業と経済成長：慶應義塾大学出版会　2011年
すべての人が仕合せになる経営：公益資本主義の実現にむけて　Voice　Feb. 2013年
Business Diversification Strategy: Measurement and Effects on Corporate 
Performance, Stanford University Ph.D. dissertation（AACSB〔全米ビジネススクール
協会〕全米経営学　Ph.D..論文優秀賞受賞）,（近刊、Lambert Academic Publishing）
イエスと言える日本：柏艪舎　近刊
メタナショナル・マネジメント　訳：PHP出版　近刊
静岡新聞 「時評」担当　2001年１月より現在に至る
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
㈶海外技術者研修協会（通産省）海外経営者研修主幹（1984年４月～至現在）
Global Entrepreneurship Monitor（GEM）英米日・共同設立者（1998年９月～至現在）
㈶公共政策調査会理事（2002年４月～至現在）
㈶ファイザーヘルスリサーチ振興財団評議員兼論文審査委員（2003年４月～至現在）
㈶医療科学研究所理事（2005年４月～至現在）
静岡県先端健康産業集積構想第二次戦略構想委員（2006年４月～至2010年９月）
静岡県先端健康産業集積構想戦略評価委員（2006年４月～至現在）
静岡県ファルマバレーセンター運営委員会委員（2010年２月～至現在）
静岡県先端健康産業集積構想第三次戦略構想委員（2010年10月～至現在）
㈳日本経済調査協議会「日本の再設計・リーダー育成研究会」主査（2011年４月～至現在）
日米経営科学研究所（JAIMS）Internship Program 主査（2012年10月）
人間文化学部　准教授　伊澤成男
著書・学術論文等
叱ってはいけない場面、叱らなくてはいけない場面：「児童心理」金子書房　No.919　
2010年９月
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教育センターの機能：「カウンセリング実践ハンドブック」丸善　2011年１月
子どもと親の電話相談：「カウンセリング実践ハンドブック」丸善　2011年１月
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
日本学校心理学会理事／事務局及び研修委員会副委員長（Ｈ.15～現在に至る）
日本カウンセリング学会認定カウンセラー会理事／研修委員長（Ｈ.22～現在に至る）
日本カウンセリング学会認定カウンセラー会試験委員（Ｈ.13～現在に至る）
日本カウンセリング学会認定カウンセラースーパーヴァイザー（Ｈ.12～現在に至る）
日本カウンセリング学会栃木県支部会副支部長
栃木県ガイダンスカウンセラー会副会長
栃木県スクールカウンセラー（H21～現在に至る）
栃木県高等学校評議員（宇女高・宇北高）（Ｈ.20～23）（烏山高）（Ｈ.24～）
栃木県子どもの心診療等支援事業委員（H.21～23）
那須烏山市特別支援教育専門相談員（H22～23）
さくら市就学指導委員会委員（H22～23）
被害者支援センター相談員養成（H.17～現在に至る）
栃木いのちの電話相談員養成（H.11～現在に至る）
チャイルドライン相談員養成（H.13～現在に至る）
ホットほっと電話相談相談員養成（H.13～22）
カウンセリング学会栃木支部石巻市ボランティア相談活動
栃木県総合教育センター（学びの杜の夏休み）ボランティア活動
研修会講師
教員免許状更新研修会　矢板東校等学校創立記念日講演会　茨城県教育研修センター教
育相談研修会　群馬県高崎市教育相談研修会　栃木県総合教育センター幼児教育部研修
会　栃木県総合教育センターホットほっと電話相談員養成審査　栃木県教育委員会健康
福利課「親と子の健康教室」　栃木県総合教育センター教職20年目メンタルヘルス研修
講師（高等学校・特別支援学校）（小・中学校学校）　栃木県総合教育センター教職10年
目研修講師（高等学校・特別支援学校）　栃木県県教育委員会健康福利課主催職場のメ
ンタルヘルス講座（栃木商業高等学校、田沼高等学校、白楊高等学校、南那須特別支援
学校、足尾中学校、栃木市立寺尾中央小学校、栃木市立栃木南小学校、壬生町立睦小学
校、小貝中央小学校、田沼小学校、市貝小学校）　茂木町教頭会メンタルヘルス研修会
学悠館高校ＰＴＡ講演会　宇都宮女子高等学校ＰＴＡ講演会　益子芳星高等学校ＰＴＡ
講演会　壬生中学校ＰＴＡ講演会　小山中学校ＰＴＡ講演会　小山第二中学校ＰＴＡ講
演会　栃木市ＰＴＡ連合会西部ブロック研修会　那須中学校ＰＴＡ研修会　矢板市立豊
田小学校ＰＴＡ講演会および職員研修会　押上小学校ＰＴＡ研修会　栃木県犯罪被害者
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施策担当者研修会基調講演　被害者支援センターとちぎ相談員養成講座　下都賀教育事
務所管・指・社合同研修会講師　佐野市教育センター教育相談基礎研修会　芳賀地区カ
ウンセリング研修会　栃木地区児童・生徒指導研修会　日本カウンセリング学会栃木県
支部会危機支援研修会　日本カウンセリング学会栃木県支部会危機支援研修会助言者　
小山市青少年相談研修会　那須塩原市教育振興学級経営部会研修会　佐野市小教研研修
会　宇都宮市中教研生徒指導研究会　わかくさ特別支援学校センター化事業講演会　足
利工業高等学校校内研修会　矢板東高等学校事例研究会　鹿沼東高等学校校内研修会　
鹿沼市立上南摩小学校校内研修会　小山市立間々田小学校校内研修会　日光市立小百小
学校校内研修会　野木町立新橋小学校校内研修会　栃木市立永野小学校校内研修会　壬
生北小学校校内研修会　鹿沼北中学校校内研修会　真岡市立大内中学校校内研修会　那
須烏山市七合中学校特別支援教育巡回相談アドバイザー　小山市寒川公民館講座　栃木
いのちの電話スタッフ養成講座　栃木いのちの電話養成講座　栃木いのちの電話グルー
プ研修　宇都宮メディアアーツ専門学校職員研修会　ＴＣＣ事例研究会講師　日本カウ
ンセリング学会認定カウンセラー試験委員
人間文化学部　教授　小黒浩司
著書
分担執筆　第８章「レファレンスブック活用の実際」第１節「図書に関する情報の検索」
『情報サービス論』（大串夏身、斎藤誠一編）：理想社　2010年４月　pp.149-153
分担執筆　「視聴覚ライブラリーセンター」、「資料選択」、「読書」、「図書館情報学」、「図
書館資料」、「図書館友の会」、「図書館ボランティア」、「分類」、「目録」の項：『社会教育・
生涯学習辞典』（社会教育・生涯学習辞典編集委員会編）　朝倉書店　2012年11月　p.672
編著　『図書・図書館史』：日本図書館協会　JLA図書館情報学テキストシリーズⅢ　12
　2013年１月　158p
学術論文
「シンポジウムの趣旨」『図書館文化史研究』：2010年９月　No.27　pp.1-4
「『図書館建築の歴史を考える集い』のご案内」『日本図書館協会図書館教育部会会報』：
2011年11月　第97号　p.11
「日本における図書館利用者の歴史的変遷について」『現代の図書館』：2012年９月　
Vol.50，No.3　pp.150-156
学会での口頭発表等
「清水資料に見る図書館の自由」：日本図書館文化史研究会2010年度第２回研究例会　
2010年12月　（共同発表者：松岡要、奥泉和久、西村彩枝子）
「歴史的図書館建築研究序説」：日本図書館文化史研究会2011年度第1回研究例会　2011
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 社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
「（仮称）第2次宇都宮市図書館機能・サービス向上計画」策定に係る参考人　（2012年11
月～現在に至る）
人間文化学部　准教授　笠原　彰
学会での口頭発表等
The Case Study of Mental Skills Training in Pro Test Examinees of Golf：国際応用ス
ポーツ心理学会（ロードアイランド州、米国）2010年10月30日
新体操選手における心理的サポートに関する事例研究：日本スポーツ心理学会（石川県、
日本）2012年11月24日
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
平成22年度　栃木県テニス協会メンタルトレーニング講習会　講師
平成22年度　栃木県足利市スポーツ指導者養成講座　講師
平成22年度　NSCAジャパンADセミナー　講師
平成23年度　栃木県テニス協会メンタルトレーニング講習会　講師
平成23年度　北陸電力メンタルヘルス講習会　講師
平成23年度　教員免許資格更新講習会　講師
平成23年度　作新学院高校メンタルトレーニング講習会　講師
平成23年度　宇都宮南高校メンタルトレーニング講習会　講師
平成24年度　栃木県医師会資格更新研修会　講師
平成24年度　栃木県体育協会スポーツ指導者研修会　講師
平成24年度　教員免許資格更新研修会　講師
平成24年度　栃木県足利市スポーツ指導者養成講座　講師
平成24年度　栃木県テニス協会メンタルトレーニング講習会　講師
平成24年度　さいたまスポーツセミナー　講師
平成24年度　栃木県体育協会スポーツ医科学委員会委員
人間文化学部　教授　加藤憲明
学術論文
蛾と蠅：『作大論集』　作新学院大学　2012年３月　第２号　pp.33-39
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人間文化学部　教授　小林千枝子
著書・学術論文等
図書紹介／真摯な教育学者の足跡―中内敏夫著『学力の社会科学』に寄せて―：『教科
外活動と到達度評価』第13号　2010年11月　単著
「評価の時代」を読み解く（上）：日本標準　2010年12月　共著
第12章「歴史的アプローチの20年」（144～153頁、単著）を担当
青年の社会的自立と教育：大月書店　2011年２月　共編著　以下を担当
第Ⅱ部第２章「昼間二交代定時制課程を生きた少女たち」（122～149頁、単著）
第Ⅲ部第１章「過疎化と地域産業の盛衰のなかでの進路選択」（187～208頁、単著）
第Ⅲ部第４章「地域の学校づくり」（250～272頁、単著）
書評／田中耕治著『教育評価』：単著　『教育目標・評価学会紀要』第21号　2011年11月
到達度評価における生活綴方の系譜：『今日からはじめる楽しい授業づくり』第１号　
2012年４月　全国到達度評価研究会　単著
定時制高校からのメッセージ―教育目標・評価論の社会的課題を探る―：『作大論集』
第３号　2013年３月　単著
学会発表等
生活指導の教育評価をどう展望するか―1970年代の京都府における実践研究を手がかり
に―：教育目標・評価学会第21回大会　共愛学園前橋国際大学　2010年12月　単独
歴史的研究―「評価の時代」を読み解くうえでの教育史研究の役割―：教育目標・評価
学会昼間研究集会　一橋大学佐野書院　単独
定時制高校からのメッセージ―教育目標・評価論の社会的課題を探る―：教育目標・評
価学会第22回大会　奈良教育大学　2011年11月　単独
到達度評価の原点を探る―到達度評価は授業づくりにとどまるのか―：教育目標・評価
学会第23回大会　東洋大学　2012年11月　単独
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
教育目標・評価学会理事（1992年～現在に至る）
日本学術振興会科学研究費委員会専門委員　2009年１1月～12月　2011年１月～12月
行政政策小山評定懇談会委員　2008年４月～現在に至る
小山市総合計画策定懇話会委員　2008年４月～現在に至る
小山市立網戸小学校わくわく夢教室ボランティア講師　2008年４月～現在に至る
人間文化学部　教授　髙畑哲男
学術論文
P.F. Druckerの英語 ― そのリーダビリティと語彙（単著）：『作大論集』第２号　2012
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年　pp.125-134
人間文化学部　准教授　高浜浩二
著書
「独語」「発達検診」「ペダントリー」「要求言語行動」：自閉症教育基本用語辞典　小林
重雄（監）伊藤健次・野呂文行・熊谷恵子・園山繁樹・平雅夫・宮本信也（編）　学苑
社　2012年７月30日　p.276
学会での口頭発表等
自閉性障害児の恣意的見本合わせにおける既知刺激挿入の効果―行動モメンタム理論に
基づく既学習課題挿入手続きの効果についての検討―：日本行動分析学会第28回年次大
会　2010年10月９日　日本行動分析学会第28回年次大会発表論文集　pp.48　共同発表
者：高浜浩二・野呂文行
自閉性障害児における他者とかかわる遊びの拡充―子どもの好みの評価と段階的な先行
子の撤去―.：日本行動分析学会第28回年次大会　2010年10月９日　日本行動分析学会
第28回年次大会発表論文集　pp.46　共同発表者：佐々木銀河・高浜浩二・野呂文行
発達障害児の親に対する相互ビデオフィードバックを用いたペアレントトレーニングの
効果の検討：日本特殊教育学会第48回大会　2010年９月18日　日本特殊教育学会第48回
大会発表論文集　pp.268　共同発表者：上野茜・高浜浩二・野呂文行
親支援プログラム修了後において維持が困難である親の行動についての検討―プログラ
ム修了者を対象にしたメール相談からの分析―：日本特殊教育学会第48回大会　2010年
９月19日　日本特殊教育学会第48回大会発表論文集　pp.572　共同発表者：高浜浩二・
野呂文行
広汎性発達障害女子の家庭での洗濯干し行動に対する支援―母親の主体的な支援を促す
行動連鎖表の記録を用いた支援―：日本特殊教育学会第48回大会　2010年９月19日　日
本特殊教育学会第48回大会発表論文集　pp.473　共同発表者：丹治敬之・高浜浩二・野
呂文行
PDD児の単語構成課題における既学習課題挿入手続きの効果－刺激性制御の観点から
の考察－：日本行動分析学会第29回年次大会　2011年９月19日　日本行動分析学会第29
回年次大会発表論文集　pp.76　共同発表者：高浜浩二・野呂文行
就学前児童デイサービスにおける行動コンサルテーションによる支援―自閉性障害児へ
のコミュニケーション指導を通して―：日本特殊教育学会第49回大会　2011年９月24日
　日本特殊教育学会第49回大会発表論文集. pp.612　共同発表者：高浜浩二・野呂文行
知的障害のある広汎性発達障害児に対する代表例教授法を用いた買い物指導―アセスメ
ントと指導過程の検討―：日本行動療法学会第37回大会　2011年11月28日　日本行動療
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法学会第37回大会発表論文集　pp.332-333　共同発表者：高浜浩二・野呂文行
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
NPO法人おひさまクラブ　講師（2002年４月１日～現在に至る）
宇都宮市スクールカウンセラー（2011年４月１日～現在に至る）
人間文化学部　准教授　高柳秀史
著書・学術論文等
学習指導要領の変遷　小学校の算数と大学生：作大論集　2012年３月　pp333-342
2010b：11051：Mathematical Reviews, Amer. Math. Soc., 2010年２月
2010i：11059：Mathematical Reviews, Amer. Math. Soc., 2010年９月
2011c：11075：Mathematical Reviews, Amer. Math. Soc., 2011年３月
2012d：11110：Mathematical Reviews, Amer. Math. Soc., 2012年４月
人間文化学部　教授　伊達悦子
著書・学術論文等の名称
保育士をめざす人の社会的養護；第1章「児童養護と保育士」　㈱みらい　2012年２月　
p.11-21　編著
保育士をめざす人の児童家庭福祉：第1章「現代の児童家庭福祉と保育士」　㈱みらい　
2012年２月　p.11-22　編著
中年期就業者の「こころの病い」の構図：作大論集第３号　2013年３月　共著
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
栃木県臨床心理士会理事
宇都宮市社会福祉審議会委員　児童福祉専門分科会会長
被害者支援センターとちぎ理事
とちぎ子ども学会理事・事務局長
栃木県教育委員会スクールカウンセリング　スーパーヴァイザー
栃木いのちの電話理事
下野新聞「子育て相談室」執筆
栃木県警察本部被害者支援連絡協議会副会長
人間文化学部　准教授　田所摂寿
著書
『カウンセリング実践ハンドブック』：松原達哉（編集代表）　2011年　（分担執筆）
『心理支援論―心理学教育の新スタンダード構築をめざして―』：井上孝代・山崎晃・藤
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﨑眞知代（編著）　2011年（分担執筆）
学術論文
教育現場における心理サポートの在り方―教師の抱えるストレスに誰がどう対応するの
か―：明治学院大学心理学付属研究所年報　4号　2011年　pp.35-47　松本浩二　田所摂
寿　下司昌一
スクールカウンセラーは本当に役立っているのか？－学校社会で機能するための心理専
門職の役割を考える―：明治学院大学心理学部付属研究所年報　4号　2011年　pp.71-76
学会での口頭発表等
「特別でない特別支援教育」を考える：日本LD学会第19回大会　2010年　大会発表論文
集　pp.230-231　（指定討論）　下司昌一・鳥居深雪・原田浩司・清水仁美・田所摂寿・
梅永雄二
社会で機能するカウンセラーの効果的養成方法：日本カウンセリング学会第45回大会　
2012年　大会発表論文集　pp.53　（話題提供者）　松本浩二・西川一臣・平田史昭・田
所摂寿・日野宜干
人間文化学部　教授　玉城要
学術論文
単著
「日本における『三字経』の変容 ― 三字句が生み出した世界」：「アジア遊学」152（東
アジアの短詩形文学　俳句・時調・漢詩）　静永健・川平敏文編　勉誠出版　2012年５
月29日　（152号）　pp.200-211
学会での口頭発表等
日本中国学会第１回若手シンポジウム第一部会（於東京大学）コメンテーター　（2011
年３月26日）
人間文化学部　教授　手塚光善
著書・学術論文等
教師カウンセラー・実践ハンドブック：金子書房　2010年12月　共著
カウンセリング実践ハンドブック：丸善　2011年１月　共著
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
宇都宮市教育委員会スクールカウンセラー（平成20年４月～現在に至る）
栃木県教育委員会　特別支援教育推進事業における特別支援教育スーパーバイザー
（平成21年４月～現在に至る）
日本カウンセリング学会理事（平成22年９月～現在に至る）
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栃木県学校臨床研究会主催（平成22年４月～現在に至る）
人間文化学部　准教授　福島明子
著書
福島明子編著　感覚療法への招待　風間書房　2012年５月31日　総256頁
学術論文
福島明子　2010　アロマテラピーが自然に対するイメージ・意識、環境意識に及ぼす影
響：アロマテラピー学雑誌　10, 1, 1-16（査読有）
福島明子　2011　精油を用いたアートセラピー「アロマコラージュ療法」の開発――フ
レグランスおよびコラージュ作品の検討：アロマテラピー学雑誌　11(1), 25-40（査読
有）
福島明子　2012　アロマコラージュ療法を複数回実施した場合の作品および心理社会的
変化：アロマテラピー学雑誌　12 ⑴, 50-65（査読有）
川上祐司・橋本一浩・福田安住・菅沼薫・新井亮・熊谷千津・ケイ武居・野田信三・野
松慶子・野村美佐子・福島明子・藤田晶子・松田都子・和智進一・山本芳邦　2012　
20種の精油の微生物に対する制菌効果：アロマテラピー学雑誌　12 ⑴, 66-78（査読有）
菊池香織・福島明子　2010　同人活動の実態と意義――イベント観察　インタビューを
もとに：作新学院大学人間文化紀要　8, 19-38
福島明子　2012　青年期における〈修養〉体験と自己形成　修養研究部会：野間教育研
究所紀要第51集　人間形成と修養に関する総合的研究
福島明子　2012　芸能と修養――日本舞踊を例として：野間教育研究所紀要第51集　人
間形成と修養に関する総合的研究
普及記事
福島明子　2010　World Reportイギリス編Ⅱ-①　イギリス最大の補完療法フォーラム
camexpo　Aromatherapy Environment, 56, 42-43　社団法人日本アロマ環境協会
福島明子　2010　World Reportイギリス編Ⅱ-②　現代ホスピス第一号St. Christopher’s 
Hospice　Aromatherapy Environment, 57, 50-51　社団法人日本アロマ環境協会
福島明子　2010　World Reportイギリス編Ⅱ-③　ロンドンで出会った補完療法セラピ
スト　Aromatherapy Environment, 58, 46-47　社団法人日本アロマ環境協会
福島明子　2011　World Reportイギリス編Ⅱ-④　イギリスの補完療法　Aromatherapy 
Environment, 59, 38-39　社団法人日本アロマ環境協会
福島明子　2010　日本の精油を訪ねる旅１　奈良県吉野町ヒノキ精油　Aromatherapy 
times日本語版，夏号，5-7　英国IFA（国際アロマセラピスト連盟）
福島明子　2010　日本の精油を訪ねる旅２　北海道滝上町　和ハッカ　JM-23号　
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Aromatherapy times日本語版，冬号，5-7　英国IFA（国際アロマセラピスト連盟）
福島明子　2010　作新学院大学公開講座で自然療法のワークショップ開催　セラピスト，
12月号，135　BABジャパン
学会発表
福島明子　2010　精油の香りが瞑想における心身の変化に及ぼす効果：日本健康心理学
会第23回大会発表論文集　19
福島明子　2010　アロマ・コラージュ療法の考案および効果の検討――身体感覚、気分
の変化、唾液アミラーゼの変化：第75回日本民族衛生学会総会講演集　118-119
福島明子　2011　アロマコラージュ療法による欲求充足：日本健康心理学会第24回大会
発表論文集　127
杉田千穂子・福島明子　2011　依存行動における心身の特徴：健康心理学会第24回大会
発表論文集　132
岩波久威・辰元宗人・福島明子・相場彩子・平田幸一　2011　片頭痛患者におけるにお
いに関する研究：日本頭痛学会誌，38，262
福島明子　2011　アロマコラージュ療法が自尊感情および社会的スキルに及ぼす効果：
第75回日本民族衛生学会総会講演集　204-205
福島明子　2011　アロマコラージュ療法の開発および効果の検討；日韓国際健康科学
ワークショップ抄録集　17-19
福島明子　2012　アロマコラージュ療法における作品と気分の関連：健康心理学会第25
回大会発表論文集　8
市民向け講座
自然療法ワークショップ　身体の中から生き生きと――チベットエクササイズ　アロ
マ・コラージュ療法　メディカルハーブ：平成22年度作新学院大学公開講座（2010年
９月）
カラダとココロを癒す　女性のためのチベットエクササイズ　アロマ・コラージュ療法：
宇都宮市男女共同参画推進センター（2010年11月）
アロマコラージュ療法：平成23年度宇都宮市民大学（2011年12月）
アロマコラージュ療法：平成24年度作新学院大学公開講座（2012年10～12月）　その他
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
社団法人日本アロマ環境協会　学術調査研究委員会委員（2010年10月～2012年３月）
東日本大震災被災地におけるアロマコラージュ療法による仮設支援（2012年１月～現在）
栃木県高根沢町適応指導教室におけるアロマコラージュ療法による不登校中学生への支
援（2010年度～現在）
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業績目録
外部獲得資金
平成23～25年度　科学研究費研究助成事業挑戦的萌芽研究 「香りを用いた芸術療法アロ
マコラージュ療法の開発および効果の検討」（個人研究）
平成23～24年度　大学コンソーシアウムとちぎ・大学を超えた共同研究支援事業
　「メディカルハーブが片頭痛患者のリラクゼーションに及ぼす効果」（獨協医科大学神
経内科医師との共同研究）
平成24年度　公益社団法人日本アロマ環境協会研究助成金「片頭痛患者に対するアロマ
テラピーの効果」（獨協医科大学神経内科医師との共同研究）
人間文化学部　教授　藤本一男
学術論文
「３.11以降、学生たちの生活上の注意事項、情報摂取メディアはどのように変化したか 
－『社会調査及び実習-I』2011による調査をもとに－」：『作大論集』　作新学院大学　
2012年３月15日　第２号　pp. 313-332　山尾貴則
「社会調査/フィールドワークのためのGPS活用法（１）」：『作大論集』　作新学院大学　
2012年３月15日　第２号　pp.281-292
講演
「メディア」の発達と自我の行方：河合塾（仙台校）　「知の広場 2012年」　2012年８月
７日
「IT社会と私たちの未来　―電子文字と自我の変容を手がかりに考える―」：河合塾（立
川校本館）　「エンリッチ講座2012」　2012年11月１日
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
宇都宮市廃棄物減量推進審議会委員（2010年２月～現在に至る）
栃木県キャリア形成支援推進協議会（2010年～現在に至る）
人間文化学部　准教授　松本秀彦
学術論文
発達障害および学習困難のある児童の少人数制学習指導の意義：作新学院大学大学院心
理相談室紀要　2010年10月　第３号　pp.2-7　松本秀彦
脳科学は特別支援教育にどう貢献するか？（学会・準備委員会合同企画シンポジウム,
日本特殊教育学会第47回大会シンポジウム報告）：特殊教育学研究　2010年１月　47⑸
　pp.332-334　尾崎久記，松本秀彦ら12名
健常成人におけるADHD症状尺度得点とGO/NOGO課題で惹起されるERPとの関連：作
大論集　2011年３月　1　pp.239-250　松本秀彦・諸冨隆
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保育者が「気になる子」の発達と行動特性：作大論集　2011年３月　１　pp.209-225　
木村明子・松本秀彦
LD傾向のある児童における算数文章題指導-COMPASSによる躓きの分析に基づく文章
概念化を援助する教材を用いて－：作大論集　2012年３月　２　pp.249-260　宇田川真
智子・松本秀彦
保育園における「気になる子」への支援事例研究－一斉指導における退室行動を教室の
環境調整によって減少させるこころみ－：作大論集　2012年３月　２　pp.261-279　木
村明子・松本秀彦
学会での口頭発表等
主発表
テトリスゲーム課題遂行におけるFrontal midline theta rhythmの出現特徴について：
日本心理学会第74回大会　2010年９月　大会発表論文集　p.477　松本秀彦・本平智美・
諸冨隆
連続音刺激の中のgapおよび刺激offsetに対するAEPの特徴：第29回日本生理心理学会
大会　2011年５月　大会発表抄録　p.60　松本秀彦・荒井宏太・諸冨隆
テトリスゲーム課題遂行におけるFrontal midline theta:興味関心、ゲーム集中および性
格特性との関連：JSBET2012大会　2012年９月　発表論文集　pp.32　松本秀彦・本平
智美・諸富隆
発達障害の疑われる児童への離席・徘徊行動低減の支援 ‐ ICF-CYに基づくアセスメン
トと個別の学習指導を通して－：日本特殊教育学会第50回大会　2012年９月　発表論文
集（USB配布）　松本秀彦・仙道ゆきゑ
ひらがな読み指導におけるMIM教材の有効性についての研究－特殊音節の読みに特に
困難を示す小学校2年生男児についての事例検討－：日本LD学会第21回大会　2012年10
月　発表論文集　pp 566-567　松本秀彦・柳田ゆかり
連名発表
精神作業中の脳波周波数と性格特性との関連Ⅱ：日本生理心理学会第28回大会　2010年
５月　生理心理学と精神生理学　28⑵　pp.138　本平智美・松本秀彦・諸冨隆
算数文章題の習得に困難のある児童への図形描画を用いた指導：日本特殊教育学会第48
回大会　2010年９月　大会発表論文集　p.325　藤崎研二・松本秀彦
幼稚園における自閉症児への環境調整による支援－集団活動場面における離席・退室行
動に対してー：日本特殊教育学会第48回大会　2010年９月　大会発表論文集　p.564　
木村明子・松本秀彦
自閉的傾向のある児童の転校支援における視覚教材の効果：日本特殊教育学会第48回大
会　2010年９月　大会発表論文集　p.476　圓谷典子・松本秀彦
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業績目録
周辺視の矢印向き判断における外向きバイアス：基礎心理学会　2010年11月　大会発表
論文集　p.47　藤本清・松本秀彦・八木昭宏
空気砲により提示された香りが眠気防止に及ぼす効果－ワサビベースの香りを用いた検
討－：第29回日本生理心理学会大会　2011年５月　大会発表抄録　p.47　水口歴・松本
秀彦・松尾典義・諸冨隆
LD傾向のある児童における算数文章題指導～COMPASSによる躓きの分析に基づく文
章概念化を援助する教材を用いて～：LD学会第20回大会　2011年９月　発表論文集　
pp.308-309　宇田川真智子・松本秀彦
保育者が気になる「気になる子ども」とはどのような子どもなのか？新版S-M社会生活
能力検査と行動チェックリストからの検討：特殊教育学会第49回大会　2011年９月　大
会発表論文集　p.763　木村明子・松本秀彦
アセスメントから見えてきた通常の学級の入門期の読み書き指導における成果と課題～
ひらがな清音指導からMIMを活用した特殊音節・読みの流暢性を高める指導を通して
～：日本LD学会第21回大会 2012年10月発表論文集　pp.518-519　三澤雅子・松本秀彦・
原田浩司
シンポジウム
とちぎ発Ⅱ発達障害児の学びのメカニズムと指導方法及び教材開発～認知特性や感覚
モダリティを生かして～：日本LD学会第19回大会　2010年10月　大会発表論文集　
pp.178-179　原田浩司・荒川一志・田島成子・冨永由紀子・清水浩・松本秀彦・福田宜
男
障害児・者発達の生理機構とその援助10　一人ひとりを大切にした広汎性発達障害児・
注意欠陥多動性障害児の客観的評価：日本特殊教育学会第48回大会　2010年９月　大会
発表論文集　p.109　堅田明義・寺田信一・鈴木保巳・林恵津子・松本秀彦
栃木発Ⅲ特別支援教育は学校に何をもたらしたのか～４年間の実績から見えてきたもの
～：日本LD学会第20回大会　2011年９月　大会発表論文集　pp.210-211　原田浩司・松
本秀彦・荒川一志・冨永由紀子・松下美代子・山崎一洋・福田宜男
障害児・者発達の生理機構とその援助11　一人ひとりを大切にした自閉症スペクトラム
障害児の認知評価：日本特殊教育学会第49回大会　2011年９月　大会発表論文集　p.84
　堅田明義・寺田信一・鈴木保巳・林恵津子・松本秀彦
障害児・者発達の生理機構とその援助12　一人ひとりを大切にした重症心身障害児の認
知機能評価と指導　共著　2012年９月　日本特殊教育学会第50回大会発表論文集（筑波
大学），ページなし（USB配布）　（企画：堅田明義・寺田信一・鈴木保巳・林恵津子・
松本秀彦）（司会担当）
発達障害の心理的サポートとカウンセリング－カウンセリングの視点から特別支援教育
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を語る－．　話題提供「教室を飛び出す児童の理解と手立て：スクールカウンセラーと
しての関わり」．　単著　2012年10月　日本LD学会第21回大会論文集（宮城教育大学）
　p194-195（企画：松本秀彦・原田浩司）（司会、話題提供担当）
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
平成21年度栃木県特別支援教育地区別研修会【中学校・高等学校】指導・助言者（2010
年４月～2011年３月）
那須烏山市特別支援教育グランドモデル事業　巡回相談員（2010年４月～2012年３月）
栃木県立岡本特別支援学校　学校評議員（2011年４月～現在に至る）
栃木県特別支援教育推進事業・特別支援教育スーパーバイザー（2012年４月～現在に至
る）
特別支援教育充実事業・真岡市支援内容検討会スーパーバイザー（2012年４月～現在に
至る）
人間文化学部　准教授　山尾貴則
著書（共著）
『ポストモラトリアム時代の若者たち　社会的排除を越えて』：世界思想社　2012年11月
30日　p.248　村澤和多里，村澤真保呂と共著
学術論文（単著）
「地域若者サポートステーションにおける若者支援活動の特質―とちぎ若者サポートス
テーションスタッフへの聞き取りから―」：『作大論集』　作新学院大学　2011年３月31
日　１号　pp.251-267
外部資金
科学研究費（基盤研究（C））　課題番号23531133　「若者を排除しない地域社会へ―若
者支援とまちづくりの融合へ向けた総合的研究」：研究代表者　山尾貴則　2011～2013
年度
科学研究費（基盤研究（C））　課題番号20530781　「若年無業者問題の複合的構成の解
明とオルタナティブな支援観の構築に向けた総合的研究」：研究代表者　山尾貴則　
2008～2010年度
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
宇都宮市もったいない運動市民会議（委員：普及促進部会）（2011年４月1日～現在に至る）
厚生労働省委託事業　とちぎ若者サポートステーション（スタッフ）（2008年４月１日
～現在に至る）
平成23年度教員免許状更新講習　「現代青年の不安と対応」担当　於作新学院大学　
2011年８月９日
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平成22年度教員免許状更新講習　「現代青年の不安と対応」担当　於作新学院大学　
2010年８月６日
短期大学部　教授　青木章彦
学術論文
「幼少期の自然体験活動プログラムの成果と課題　－自然と遊ぼう！ちびっ子隊の３年
間を振り返って－」（単著）：栃木県教育委員会　平成22年年３月
学会での口頭発表等
「渡良瀬遊水地と観光」（単独）：とちぎ観光資源活用研究会第39回定例研究会　平成23
年12月14日
「渡良瀬遊水地に関するスピーチ」（ルーマニア、ブカレスト）（単独）　ラムサール条約
第11回締約国会議（COP11）　ラムサール条約認定登録証授与式　平成24年７月７日
「植林ボランティアの新たな地平」（単独）　第13回足尾グリーンフォーラム（NPO法人
足尾に緑を育てる会）　平成24年８月19日
「渡良瀬遊水地の生物多様性について」（基調講演、単独）　ラムサール条約湿地登録記
念講演会　平成24年９月29日
教育的な業績
「とちぎユースボランティア研修会」（栃木県教育委員会・芳賀青年の家）で、高校生を
対象とした、ユースボランティア研修会で主任講師を努め、ボランティアの基礎から子
どもに対する指導方法、自然体験のプログラム作りを指導し、その結果として、高校生
は小学生の自然体験を指導した（その様子は、とちぎテレビで放送された）。（平成22年
８月10日～12日）
「おきなわ遊・YOU塾」（とちぎテレビ主催、後援：栃木県、栃木県教育委員会、等）で、
塾長（指導者代表）として小学３年生～中学３年生、52名を、作新短大生４名のボラン
ティアを指導しながら引率した。（その様子は、とちぎテレビで放送された）（平成22年
８月15日～19日）
栃木県主催の「生物多様性シンポジウム」で、基調講演を行い、パネルディスカッショ
ンのコーディネーターを務めた。（平成22年10月11日）
栃木県幼稚園連合会主催の「資質向上選抜養成講座VI」で、「子どもと保育者と自然体
験　－今、「子どもの自然体験」を改めて問い直す－」と題して、講義とワークショッ
プを行った。（平成22年11月13日）
青木研究室・環境教育ネットワークとちぎ共催の「プロジェクトワイルド・エデュケー
ター養成講習会」で、プロジェクトワールドの初級指導者の養成講座を行い、主任講師
を務めた。（平成22年11月14日）
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「環境教育関東ミーティング」で、オープニングトークのパネラーを務めた。（平成22年
12月11日）
栃木県教育委員会主催の「学校支援活動運営協議会成果発美会」で、学校支援活動運営
協議会会長として、学校支援地域本部事業の成果発表会のコーディネート及び講評を
行った。（平成23年２月15日）
栃木県主催の「県南環境事務所研修会」で、渡良瀬遊水池周辺でのNGO活動の紹介と
室内でのワークショップならびにフィールド研修の講師を務めた。（平成23年３月11日）
国交省利根川上流河川事務所・アクリメーション財団・わたらせ未来基金主催の「貴重
な植物をまもろう！セイタカアワダチソウとヤナギの除去作戦」で、渡良瀬遊水池環境
学習フィールドでの外来植物除去に際し、レクチャーと自然観察の講師を努め、除去作
業の指導を行った。（平成23年５月８日）
アクリメーション財団主催の「渡良瀬遊水池環境学習講座」で、生物多様性に関する概
論と、渡良瀬遊水池の生物多様性に関する講義を行った（地元のケーブルテレビで放映）。
（平成23年６月11日）
栃木県総合教育センター主催の「平成23年度環境学習プログラム研修」で、基調講演と
して、「新しい環境教育の展開」の講義を行った。（平成23年７月４日）
太平少年自然の家主催の「平成23年度 親子わくわく自然体験」で、主任講師を務め、
年長児から小学2年生までの子ども約40名の１泊２日の自然体験の指導を行った。（平成
23年７月16日～17日）
栃木県主催の「奥日光ラムサール条約湿地保全シンポジウム」で、パネルディスカッショ
ンのコーディネーターを務めた。（平成23年７月23日）
栃木県幼稚園連合会主催の「第58回栃木県幼稚園教育研究大会」で分科会の助言者を務
め、40名の現職保育者に自然体験と講義を行い、ワークショップを主催した。（平成23
年７月27日）
「おきなわ遊・YOU塾」（とちぎテレビ主催、後援：栃木県、栃木県教育委員会、等）で、
塾長（指導者代表）として小学３年生～高校１年生、115名を、作新短大生７名のボラ
ンティアを指導しながら引率した。（その様子は、とちぎテレビで放送された）（平成23
年８月６日～10日）
栃木県主催の「奥日光カレッジ」で、講師を務め、高校生～大学生に、生物多様性や奥
日光の自然環境についての体験型の学習をコーディネートした。また、奥日光でのフィー
ルドワークも実施した。（平成23年８月12日・19日・27日）
とちぎ学生未来創造会主催の「ミライ・カタル・キャンプ」で、自然体験の講師を務め
た。（平成23年９月14日～15日）
渡良瀬遊水池を守る利根川流域住民協議会・渡良瀬遊水池をラムサール条約登録地にす
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る会・わたらせ未来基金主催の「秋田県大潟村、渡良瀬遊水池のチュウヒたち　―湿原
のハンタ ・ー絶滅危惧種の保護―」で、パネルディスカッションのパネラーを務めた。（平
成23年11月12日）
栃木県主催の「とちぎ環境県民大会」で、「親と子の自然体験」と題して、親子を対象
とした身近な自然環境を活かした環境教育の講演を行った。（平成23年12月3日）
栃木県主催の「森林環境学習指導者研修会」で講師を務め、フィールドワークを指導す
るとともに、森林環境教育の講義を行った。（平成24年２月３日）
㈶渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団主催の「平成23年度 渡良瀬遊水地環境学習
講座」で、「湿地再生地の調査」と題して、試験掘削地の植生の再生について解説した。（平
成24年２月４日）
水環境条例制定ネットワーク主催の「渡良瀬遊水地植物観察会」で、植物観察を指導し
た。（平成24年５月４日）
栃木県企業局主催の「みぶ羽生田産業団地内で確認された稀少植物の移植及び播種」に
おいて、壬生町の２つの小学校の児童と保護者60名に希少植物の保全活動の指導と授業
を行った。なお、この様子は下野新聞に取り上げられた。（平成24年５月12日、６月29日、
10月29日）
国交省利根川上流河川事務所・アクリメーション財団・わたらせ未来基金主催の「貴重
な植物をまもろう！セイタカアワダチソウとヤナギの除去作戦」で、渡良瀬遊水池環境
学習フィールドでの外来植物除去に際し、レクチャーと自然観察の講師を努め、除去作
業の指導を行った。（平成24年５月14日）
「環境学習プログラム(幼児・小学校編)改訂における編集委員会（栃木県）」で、「環境教
育の最近の動向」と題して講演した。（平成24年５月25日）
「おきなわ遊・YOU塾」（とちぎテレビ主催、後援：栃木県、栃木県教育委員会、等）で、
塾長（指導者代表）として小学３年生～高校1年生、90名を、作新短大生5名のボランティ
アを指導しながら引率した。（その様子は、とちぎテレビで放送された）（平成24年８月
４日～８日）
栃木県主催の「奥日光カレッジ」で、講師を務め、高校生～大学生に、生物多様性や奥
日光の自然環境についての体験型の学習をコーディネートした。また、奥日光でのフィー
ルドワークも実施した。（平成24年８月９日・10日・17日）
とちぎ学生未来創造会主催の「ミライ・カタル・キャンプ」で、自然体験の講師を務め
た。（平成23年９月６日～７日）
ラムサール条約湿地登録記念自然観察会（栃木県・栃木市・小山市・野木町主催）で植
物観察の講師を務めた。（平成24年９月29日）
栃木県芳賀青年の家主催の「防災キャンプ」【成人対象】で、主任講師を務めた。（平成
260
24年10月６日～８日）
栃木県芳賀青年の家主催の「防災キャンプ」【小学生対象】で、主任講師を務めた。（そ
の様子は、とちぎテレビで放送された）（平成24年11月23日～25日）
栃木県主催の「生物多様性シンポジウム」で、パネルディスカッションのコーディネー
ターを務めた。（平成24年12月１日）
栃木県コミュニティ協会・栃木県生活学校連絡協議会主催の「コミュニティ・生活学校
運動栃木県大会」で、「地球温暖化と身近な省エネ」と題して基調講演をするとともに、
パネルディスカッションのコーディネーターを務めた。（平成24年12月3日）
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）（現在務めているもの）
栃木県文化財保護審議会委員（現在）
栃木県地球温暖化防止活動推進センター運営委員会委員長（現在）
栃木県優良推奨図書審査会委員長（現在）
栃木市環境審議会会長（現在）
生物多様性とちぎ戦略検討委員会委員長（現在）
菊沢川 川づくり検討委員会委員長（栃木県安足土木事務所）（現在）
日光杉並木街道保護対策連絡協議会委員（現在）
県民の命を守る河川砂防構想懇談会委員（栃木県）（現在）
栃木県河川整備計画懇談会委員（現在）
栃木県国土利用計画審議会委員（現在）
利根川水系河川整備計画 鬼怒川・小貝川有識者会議委員（国土交通省関東地方整備局）
（現在）
渡良瀬遊水地湿地保全・再生検討委員会委員（国土交通省利根川上流河川事務所）（現在）
渡良瀬遊水地湿地保全・再生モニタリング委員会（国土交通省利根川上流河川事務所）（現
在）
南関東エコロジカル・ネットワーク形成に関する検討委員会（国土交通省関東地方整備
局）（現在）
下館河川事務所総合評価審査分科会委員（国土交通省下館河川事務所）（現在）
小山市ラムサール条約湿地登録 ・コウノトリ野生復帰推進協議会副会長（現在）
小山市生物多様性地域戦略検討協議会副会長（現在）
第２次宇都宮市緑の基本計画策定懇談会委員（現在）)那須平成の森基金委員会委員（環
境省関東地方環境事務所）（現在）
北関東自動車道鳥類モニタリング検討委員会委員長（ネクスコ東日本宇都宮工事事務所）
（現在）
壬生町羽生田地区用地造成事業自然環境保全モニタリング委員会委員長（栃木県企業局）
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（現在）
鬼怒テクノ通り希少動植物種モニタリング検討会委員長（栃木県）（現在）
宇都宮高根沢バイパス自然環境保全検討会委員長（栃木県）（現在）
ごみ処理施設建設に係る猛禽類調査検討会委員長（芳賀地区広域事務組合）（現在）
栃木市千塚町上川原地区開発事業に係る自然環境保全対策検討委員会委員長（現在）
オオタカの森保全モニタリング検討会委員長（日光市）（現在）
栃木県自然保護功労賞・奨励賞選考審査会委員（読売新聞宇都宮支局・日本野鳥の会栃
木）（現在）
財団法人栃木県環境技術協会評議員（現在）
渡良瀬遊水地第２調節池環境学習フィールド利用促進連絡会委員（（財）渡良瀬遊水地
アクリメーション振興財団）（現在）
栃木地域技術懇談会委員（ネクスコ東日本）（現在）
環境教育ネットワークとちぎ代表（現在）
栃木県植物研究会幹事（現在）
栃木県ネイチャーゲーム協会監事（現在）
わたらせ未来基金代表世話人（現在）
とちぎ学生未来創造会議オブザーバー（現在）
コウノトリトキの舞うふるさとおやまをめざす会理事（現在）
公益財団法人日光杉並木保護財団における最初の評議員選定委員会委員長（平成24年３
月５日～12月31日）
環境学習プログラム（幼児・小学校編）改訂における編集委員長（栃木県）（現在）
足利市合流式下水道緊急改善事業アドバイザー会議委員長（現在）
最初の評議員選定委員会委員長（財団法人栃木県環境保全公社）（平成24年１月１日～
12月31日）
合流式下水道事業の事後評価に関する事後評価アドバイザー会議委員長（小山市）（現在）
栃木県県民の森指定管理者選考委員会会議委員長（平成24年６月１日～12月31日）
越後・日光・三国山系カモシカ保護地域特別調査に係る指導委員会委員（栃木県、群馬
県、長野県、新潟県の各教育委員会）（現在）
短期大学部　教授　赤羽薫
著書・学術論文
銀座ギャラリームサシ企画：華夢音展　平成22年１月
春季二紀展　東京都美術館：平成22年３月
二紀栃木支部展：栃木県総合文化センター　平成22年８月
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第64回二紀展：国立新美術館　平成22年10月
栃木二紀小品展：ギャラリー青羅（東京）　平成23年１月
尾道市文化協会奨励賞　平成23年２月
北の大地ビエンナーレ：中札内文化創造センター（北海道）　平成23年５月
栃木県芸術祭招待出品：栃木県立美術館　平成23年10月
第65回二紀展・委員推挙：国立新美術館　平成23年10月
二紀会栃木支部展：栃木県総合文化センター　平成24年８月
耀画廊創設記念作家展：（東京）　平成24年９月
自然へのオマージュ展：耀画廊（東京）　平成24年10月
栃木県芸術祭招待出品：栃木県立美術館　平成24年10月
第66回二紀展：国立新美術館　平成24年10月
二紀展出品作「自然へのオマージュ」が平成25年６月まで愛知・京都・広島・福岡・宮
崎・長崎・佐賀・金沢21世紀各美術館巡回　平成24年11月
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
「うつのみや百景」選考委員会委員　平成22年１月
第３回「うつのみや百景と風景を描く子ども絵画コンクール」を東武宇都宮百貨店を会
場に開催　同会場でワークショップ「子どもアトリエ」を実施　平成22年１月
文部科学大臣教育功労賞　平成22年10月
第４回「うつのみや百景と風景を描く子ども絵画コンクール」を東武宇都宮百貨店を会
場に開催　同会場でワークショップ「子どもアトリエ」を実施　平成23年１月
栃木県立美術館「子どもを対象とした造形ワークショップ」を企画　平成23年５月
栃木県芸術祭　作品批評会講師：栃木県立美術館　平成23年10月
短期大学部学生参加による「子どもを対象とした造形ワークショップ」を開催：栃木県
立美術館　平成24年５月～12月
那須町景観審議会　平成24年６月
栃木県屋外広告物講習会講師　平成24年９月
栃木県芸術祭　運営委員・審査員：栃木県立美術館　平成24年10月
栃木県芸術祭　作品批評会講師：栃木県立美術館　平成24年10月
栃木県芸術祭主催講演会講師：栃木県立美術館　平成24年10月
第66回二紀展作品批評会講師：国立新美術館　平成24年10月
現在
社団法人二紀会　委員、審査員
社団法人二紀会栃木県支部長
栃木県芸術祭　運営委員、審査員
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宇都宮美術館協議会委員
「宇都宮エスペール賞」選考委員
宇都宮市景観アドバイザー
栃木県景観審議会委員
那須町景観委員
栃木県屋外広告物講習会講師
宇都宮市屋外広告物講習会講師
短期大学部　教授　石原栄子
著書
乳児保育　第10版　南山堂　2009年
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
栃木県家庭教育振興促進委員会委員長
とちぎ未来づくり財団　評議員
短期大学部　教授　小野口睦子
著書
保育内容「健康」－心と身体のすこやかな育みのために―：大学図書出版　2009年
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
栃木県青少年健全育成審議会委員長　2012年12月まで
とちぎ地産地消県民運動実行委員
宇都宮市学校教育推進懇談会委員
宇都宮市青少年問題協議会委員
宇都宮市都市計画審議会委員
栃木県立清陵高校評議委員
短期大学部　教授　加藤千佐子
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
とちぎ未来づくり財団理事
栃木県社会福祉協議会評議員
とちぎボランティア・NPOセンター副所長
とちぎ福祉サービス第三者評価推進機構運営委員会（基準等部会長）
福祉サービスに関する苦情解決における第三者委員
栃木県コミュニティ協会研究推進委員会委員
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日光市男女協同参画審議会委員
小山市保育施設選定委員会委員長
さくら市文化振興懇談会会長
短期大学部　教授　久野高志
著書・学術論文等
教育・保育・施設実習テキスト（第２版）：建帛社　2013年１月25日　166ページ　共著
（二階堂邦子ほか10名）
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
宇都宮市市民活動助成金審査会委員（2005年５月～現在に至る）
NPO宇都宮まちづくり市民工房理事（2005年９月～現在に至る）
ねんりんピック栃木2014実行委員会委員（2012年７月～現在に至る）
栃木県立図書館協議会委員（2008年７月～2010年７月）
短期大学部　教授　西田直樹
学術論文
増上寺『五百羅漢図』の成立過程の研究：作大論集　第２号　2012年　単著
『往生要集』受容史研究における基礎データの作成方法：立正大学国語国文　51号　
2013年（刊行予定）　単著
『往生要集』解釈史の資料としての「仮名書き絵入り往生要集」：『福原隆善先生古稀記
念論文集』所収　2013年（刊行予定）　単著
学会発表
言葉のイメージの変化と表現の史的研究の方法：立正大学国語国文学会　秋季研究発表
大会　2011年　単独発表
社会的活動〔シンポジウム　コーディネーター〕
次世代でつなぐ「人と自然の共生」を考える　ハローウッズシンポジウム2012『子ども
の元気と森の元気』：主催（株）本多技研工業　後援　文部科学省　東京都港区教育委
員会　2012年３月２日
社会的活動〔各種委員会等〕
とちぎ協同デザインリーグ　常任理事
宇都宮市立清原北小学校　地域学校協議会　顧問
栃木県「新・とちぎ学びかがやきプラン推進事業」プラン推進プロジェクトチーム委員
栃木県青少年健全育成審議会委員長
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業績目録
短期大学部　講師　畠山大
著書
「「共学」概念を原理的視座とする「教える」ことの再考―“teaching”概念の哲学的分析
における理論的展開―」　『男女共学・別学を問いなおす―新しい議論のステージへ―』
　生田久美子（編）：東洋館出版社　2011年　pp.138-160
学術論文
「「教育」概念の明晰化における鍵概念としての「教える」の再考―大村はまの言説およ
び実践記録における『必然性』概念の分析に基づいて―」：『東北大学大学院教育学研究
科研究年報』（第59集第１号）　東北大学大学院教育学研究科　2010年　pp.1-18
「「子どもを知る」という教育行為の意味とは何か―「ヒューマン・ポテンシャル」概念
の分析の教育学的意義―」：『作大論集』（第２号）　作新学院大学・作新学院大学女子短
期大学部　2012年　pp.89-107
「「教育観」・「保育観」の再考に基づく学びの連続性の再構築―幼稚園・保育所・小学校
の連携に関する原理的考察―」：『作大論集』（第３号）　作新学院大学・作新学院大学女
子短期大学部　2013年（本誌）
翻訳
「男女共学という概念は必要か？：Do We Need a Concept of Coeducation?」（スーザン・
レアード（著））　『男女共学・別学を問いなおす―新しい議論のステージへ―』　生田久
美子（編）：東洋館出版社　2011年　pp.112-137
学会・講演会等での口頭発表
【国外】“Rethinking on the Concept of “Teaching”; A Case of the Theoretical Evolution 
of the Philosophical Analysis in Education,”国際セミナー「教育問題の日伊比較：芸術・
文化の観点から」（The Educational Issues in Japan and Italy: From the Viewpoint of 
Art and Culture）　於：トリノ大学　2011年１月７日
【国内】「大村はま教育実践における「教えるということ」の意味―実践記録における「必
然性」概念の分析に基づいて―」　日本教師学学会第12回大会：自由研究発表分科会A
　於：甲南大学　2011年２月26日
【国内】「幼稚園・保育園から小学校へのなめらかな接続・連携をめざして―歴史・制
度・原理という３つの観点からの再考―」　平成24年度「特別支援教育セミナー」第１回、
主催：那須町教育委員会（那須町学校教育課）　於：ゆめプラザ・那須　2012年７月13
日
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短期大学部　准教授　花田千絵
業績
第48回昭和会展昭和会彫刻賞（2013年）
大地の芸術祭越後妻有アートトリエンナーレ出品（2012年）
第66回二紀展出品（2012年）
第65回二紀展出品（2011年）
第３回中之条ビエンナーレ出品（2011年）
第29回損保ジャパン美術財団選抜奨励展出品（2010年）
第64回二紀展出品（2010年）
矢板つつじが丘ニュータウンエコロジー国際彫刻展（2010年）
宇都宮大学ホームカミングデイ美術展出品（2010年）
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
宇都宮市民芸術祭彫刻部会運営委員（2008年～）
うつのみや百景と風景を描く子ども絵画コンクール実行委員（2008年～2012年）
財団法人うつのみや文化創造財団評議員（2009年～）
創作工房アートラウンジさくら塾（栃木県立美術館）子どもを対象とした造形ワーク
ショップ企画（2011年～）
短期大学部　講師　三ッ石行宏
著書
「介護政策の展開」：『福祉実践をサポートする介護概論』　菊池信子（編）　保育出版社
2011年３月　pp.32-4
「福祉教育」：『総合福祉の基本体系（第2版）』　井村圭壮・相澤譲治（編）　勁草書房　
2013年２月
「児童家庭福祉を取り巻く社会状況と福祉ニーズ」：『児童家庭福祉の成立と課題』　井村
圭壮・相澤譲治（編）　勁草書房　2013年３月
「社会福祉と地域生活」：『社会福祉（保育者養成シリーズ）』　山崎順子・和田上貴昭（編）
　一藝社　2013年３月
学術論文
「地方改良運動にみる福祉教育の源流――老人慰問・老人招待活動に焦点づけて」：『日
本福祉教育・ボランティア学習学会研究紀要』　2010年６月　 第15号　pp.25-35
「新教育運動にみる福祉教育の源流――奈良女子高等師範学校附属小学校における池田
小菊の『合科学習』に焦点をあてて」：『大阪府立大学社会問題研究』　2011年１月　第
60巻　pp.129-139　＜研究ノート＞
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業績目録
「福祉教育における『学習素材』論の現状と課題」：『日本福祉教育・ボランティア学習
学会研究紀要』　2012年11月　第20号　pp.76-86
学会での口頭発表
「新教育運動にみる福祉教育の源流――奈良女子高等師範学校附属小学校における池田
小菊の『合科学習』に焦点をあてて」：第16回日本福祉教育・ボランティア学習学会　
2010年11月28日　於：前橋市総合福祉会館
「児童・生徒の福祉課題を学習素材とする教育実践に関する研究」：第２回社会事業史学
会若手研究者交流会　2011年５月６日　於：ノートルダム清心女子大学
「学校における福祉教育実践の課題――学習素材の視角から」：日本社会福祉学会第59回
秋季大会　2011年10月９日　於：淑徳大学
「福祉教育史研究の現状と課題」：第17回日本福祉教育・ボランティア学習学会　2011年
12月４日　於：同志社大学
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
全国児童養護問題研究会第38回京都大会　現地実行委員（2009年）
全国児童養護問題研究会第39回大阪大会　現地実行委員（2010年）
日本福祉教育・ボランティア学習学会第17回京都大会　事務局スタッフ（2011年）
全国児童養護問題研究会関西支部委員（2011年～現在）
とちぎ福祉教育研究会委員（2012年～現在）
短期大学部　准教授　山﨑由美子
著書・学術論文等
平成22年１月　茨城県総合福祉会館主催「県民サロンコンサート」出演
平成22年５月　介護老人保健施設「つねずみ」主催「ソプラノ・ピアノコンサート」出
演
平成22年６月　茨城県総合福祉会館主催「サントル千波合唱団第2回演奏会」出演
平成22年９月　茨城県総合福祉会館主催「県民サロンコンサート」出演
平成22年９月　介護老人保健施設「つねずみ」主催「ソプラノ・ピアノコンサート」出
演
平成22年12月　茨城県総合福祉会館主催「サントル千波合唱団第3回演奏会」出演
平成23年１月　茨城県総合福祉会館主催「県民サロンコンサート」出演
平成23年８月　茨城県総合福祉会館主催「サントル千波合唱団第4回演奏会」出演
平成23年９月　茨城県総合福祉会館主催「県民サロンコンサート」出演
平成24年２月　茨城県総合福祉会館主催「県民サロンコンサート」出演
平成24年２月　財団法人　地域創造主催，栃木県，財団法人　とちぎ未来づくり財団共
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催「ステージラボ・栃木セッション」講演
平成24年８月　茨城県総合福祉会館主催「県民サロンコンサート」出演
平成24年８月　特別養護老人ホーム「ヴィレッジみと」主催「花火と音楽のコンサート」
出演　
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
茨城演奏家連盟副会長
茨城音楽文化振興会企画委員
茨城県総合福祉会館主催「サントル千波合唱団」伴奏ピアニスト兼コーディネーター
平成22年11月　「第4回宇都宮市民福祉の祭典」ハンドベルクワイア（指揮）出演
平成22年12月　「第7回学生＆企業研究発表会」ハンドベルクワイア＆楽団ドレミ（指揮）
出演
平成22年12月　「なかがわ水遊園クリスマスコンサート」ハンドベルクワイア＆楽団ド
レミ（指揮）出演
平成23年５月　「なかがわ水遊園コンサート」ハンドベルクワイア＆楽団ドレミ（指揮）
出演
平成23年11月　JAうつのみや・（株）ジェイエイ栃木ライフ共催「ハンドベル鑑賞会」
ハンドベルクワイア（指揮）出演
平成23年11月　「第5回宇都宮市民福祉の祭典」ハンドベルクワイア＆楽団ドレミ（指揮）
出演
平成23年11月　清原北小学校「教育ふれあい演奏会」ハンドベルクワイア（指揮）出演
平成23年12月　「宇都宮市田原児童館クリスマスコンサート」ハンドベルクワイア＆楽
団ドレミ（指揮）出演
平成23年12月　「なかがわ水遊園クリスマスコンサート」ハンドベルクワイア＆楽団ド
レミ（指揮）出演
平成24年６月　「作新学院大学図書館再開記念コンサート」ハンドベルクワイア（指揮）
出演
平成24年10月　「清原地区文化祭・農業祭コンサート」ハンドベルクワイア（指揮）出
演
平成24年11月　清原北小学校「第7回きよきた船頭まつり」楽団ドレミ出演（演奏指導）
平成24年11月　「野口雨情生誕150年記念　童謡ミニコンサート」ハンドベルクワイア＆
楽団ドレミ有志出演（歌唱指導）
平成24年12月　「田原児童館クリスマス会」ハンドベルクワイア出演（演奏指導）
平成24年12月　「那須塩原ホテルクリスマスコンサート」ハンドベルクワイア（指揮）
出演
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平成24年12月　「高根沢ファミリーサポートセンター交流会」楽団ドレミ＆ハンドベル
クワイア（指揮）出演
平成24年12月　「なかがわ水遊園クリスマスコンサート」楽団ドレミ＆ハンドベルクワ
イア（指揮）出演
業績目録
